
　当社	名誉顧問で元代表取締役社長の立石義雄が、2020年4月21日
に逝去しました。
　立石は、1987年から2003年までの16年間にわたり当社の3代目の
社長を務め、社長在任中は、企業理念体系の制定、立石電機株式会社か
らオムロン株式会社への社名変更や、初の長期ビジョン「ゴールデン・ナ
インティーズ」の策定などに取り組み、オムロンのグローバル化とガバ
ナンス強化を通じて、現在のオムロンの成長基盤をつくり上げました。
　2007年に京都商工会議所の会頭に就任、オムロンを育んだ京都の
地域経済の発展にも貢献しました。
　生前中に賜りましたご厚誼に心より御礼申し上げます。

立石義雄 名誉顧問　追悼

株主投資家向け情報	 https://www.omron.co.jp/ir/
サステナビリティ情報
・サステナビリティの取り組み	 https://www.omron.co.jp/sustainability/
・GRI	対照表	 https://sustainability.omron.com/jp/guide_line/
・主要ESGデータ	 https://sustainability.omron.com/jp/performance/
報告書
・第83期有価証券報告書	 https://www.omron.co.jp/ir/irlib/pdfs/yuho/20200624_83.pdf
・コーポレート・ガバナンス報告書	 https://www.omron.co.jp/assets/img/sustainability/governance/corporate_
	 governance/policy/20200729_governance_report_j.pdf

〈見通しに関する注意事項〉
　業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績はさ
まざまなリスクや不確定な要素などの要因により、異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、本レポート87ページ「2020年度
の見通し」をご覧ください。

　本レポートは、オムロンのWebに掲載している財務情報やサステナビリティ情報、各種報告書で開示している内容に加
え、オムロンが持続的な企業価値向上に向けて取り組んでいる内容をステークホルダーの皆様にわかりやすく伝えることを
重視しました。詳細につきましては、オムロンのWebサイトをご覧ください。

〈対象組織〉
　原則として、オムロン株式会社、子会社129社、関連会社19社をあわせたオムロングループ148社	（2020年３月31日現
在）を対象としています。

〈対象期間〉
　2019年度	（2019年4月1日から2020年3月31日）ただし、2020年4月以降に開始した一部の開示事項や事業活動の
内容を含みます。

〈各種参照について〉
　編集においては、IIRCやWICIなどが推奨する国際統合報告フレームワークや経済産業省による価値協
創ガイダンスを参照しています。またGRIのサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン	（スタンダード）
を参照しています。
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